
立
春
は
２
月
４
日
。
暦

の
上
で
は
冬
至
と
春
分

の
間
に
あ
っ
て
、
春
の

気
配
に
桜
の
蕾
が
ふ
く

ら
む
も
の
の
、
厳
し
い
寒
気
が
訪

れ
ま
す
。
筆
者
の
誕
生
日
で
も
あ

る
の
で
、
日
本
の
近
代
史
の
２
月

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
ま
し
た
▼
１

８
２
８
年
２
月
１
日
、
「
赤
旗

（
せ
っ
き
）
」
創
刊
。
ガ
リ
版
印

刷
で
６
０
０
〜
８
０
０
部
を
月
２

回
発
行
、
翌
年
に
は
活
版
化
募
金
。

そ
れ
も
７
年
後
の
２
月
20
日
１
８

７
号
で
停
刊
し
、
戦
後
10
月
に
再

刊
第
１
号
と
な
り
ま
す
▼
２
月
11

日
「
建
国
記
念
の
日
」
は
、
67
年

佐
藤
内
閣
が
制
定
。
古
代
史
家
の

津
田
左
右
吉
が
「
架
空
」
と
断
じ

た
「
神
武
天
皇
」
か
ら
「
紀
元
二

千
六
百
年
」
の
盛
大
な
式
典
の
翌

年
、
日
本
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入

し
ま
し
た
▼
１
９
３
３
年
２
月
20

日
、
小
林
多
喜
二
が
築
地
署
で
拷

問
に
よ
り
絶
命
。
多
喜
二
は
治
安

維
持
法
に
よ
る
弾
圧
の
記
録
「
１

９
２
８
年
３
月
15
日
」
完
成
後
、

「
蟹
工
船
」
執
筆
前
に
「
資
本
論
」

の
学
習
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

「
資
本
論
」
と
い
え
ば
「
日
本
資

本
主
義
発
達
史
」
の
著
者
野
呂
栄

太
郎
も
34
年
２
月
19
日
、
品
川
警

察
署
で
死
去
と
年
譜
に
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
▼
「
こ
う
と
う
民
報
」

は
２
月
で
１
０
０
号
、
創
刊
は
あ

き
ら
か
で
は
な
い
が
、
２
０
０
０

年
11
月
再
刊
、
隔
月
刊
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。
05
年
12
月
19
号
か
ら

月
刊
と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
愛
読
の
程
、
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

江東区の職場・地域、議会などくら
し・平和を守る運動をご紹介します。

こ う と う 民 報 ２０１３年 ２月号 №１００ －1－

２０１３年 ２月号 №100

江
東
母
親
連
絡
会
の
伊
原
静

江
さ
ん
は
「
今
日
1
日
が
、
明

日
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
開
会
の

挨
拶
。

午
前
中
の
全
体
会
で
は
、

「
語
り
つ
ぐ
平
和
へ
の
想
い
〜

あ
る
作
家
の
体
験
か
ら
〜
」
と

題
し
て
、
東
京
大
空
襲
・
戦
災

資
料
セ
ン
タ
ー
館
長
の
早
乙
女

勝
元
さ
ん
が
講
演
。

早
乙
女
さ
ん
は
、
福
島
第
一

原
発
事
故
に
ふ
れ
「
原
発
は

『
平
和
利
用
』
と
し
て
持
ち
込

ま
れ
、
国
民
の
不
安
の
声
に

『
安
全
神
話
』
を
振
り
ま
く
こ

と
で
、
国
民
の
警
戒
心
を
解
い

て
い
っ
た
。
戦
争
も
同
じ
よ
う

に
、
大
東
亜
圏
の
『
平
和
』
の

た
め
と
い
っ
て
は
じ
め
、
日
本

は
神
の
国
だ
か
ら
『
大
丈
夫
』

と
教
育
で
た
た
き
こ
ま
れ
た
」

と
原
発
と
戦
争
で
の
国
の
対
応

は
似
て
い
る
と
語
り
ま
し
た
。

戦
場
に
若
い
男
性
が
送
り
こ

ま
れ
る
中
で
、
東
京
大
空
襲
の

犠
牲
と
な
っ
た
の
は
、
女
性
、

老
人
、
乳
幼
児
な
ど
社
会
的
弱

者
で
し
た
。
当
時
の
（
昭
和
20

年
）
平
均
寿
命
は
男
性
23
・
９

才
、
女
性
37
・
５
歳
。
戦
争
が

未
来
を
奪
う
と
い
う
こ
と
を
ま

ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
る
数
字
で

す
。早

乙
女
さ
ん
は
、
自
民
党
の

改
憲
草
案
に
ふ
れ
「
憲
法
に
明

記
さ
れ
て
い
る
平
和
的
生
存
権

（
憲
法
９
条
）
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
自
衛
隊
を
国
防

軍
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

『
隊
』
を
辞
書
で
調
べ
る
と

『
２
人
以
上
の
人
間
の
組
織
』

だ
が
、
『
軍
』
と
な
る
と
『
も

の
を
破
壊
し
、
人
を
殺
傷
す
る

能
力
の
あ
る
も
の
』
と
変
貌
す

る
。
け
っ
し
て
一
文
字
変
わ
る

だ
け
の
問
題
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

早
乙
女
さ
ん
は
最
後
に
「
私

た
ち
は
決
し
て
忘
れ
な
い
、
あ

き
ら
め
な
い
、
無
力
で
は
な
い
」

と
語
り
か
け
話
を
結
び
ま
し
た
。

講
演
後
の
午
後
か
ら
は
各
分

科
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

２
月
20
日
に
始
ま
っ
た
区
議

会
定
例
会
に
２
０
１
３
年
度
の

江
東
区
予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
会
計
は
１
６
５
０
億
６

５
０
０
万
円
（
前
年
比
２
・
２

％
の
増
）
で
、
こ
の
間
共
産
党

区
議
団
が
求
め
て
き
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
認
可
保
育
園

の
増
設
、
幼
稚
園
の
ク
ー
ラ
ー

設
置
や
高
齢
者
・
障
害
者
の
耐

震
ベ
ッ
ド
設
置
助
成
、
防
災
用

備
蓄
物
資
の
充
実
や
区
内
中
小

企
業
の
実
態
調
査
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

予
算
全
体
を
通
し
て
増
額
の

多
く
は
、
区
民
生
活
を
反
映
し

た
生
活
保
護
費
や
保
育
費
の
増
、

人
口
増
に
伴
う
学
校
な
ど
公
共

施
設
の
整
備
な
ど
の
必
要
経
費

で
す
。

し
か
し
依
然
と
し
て
膨
大
な

基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
が
ん
検
診
の
有

料
化
、
自
転
車
撤
去
手
数
料
引

き
上
げ
、
私
道
整
備
補
助
の
要

件
を
厳
し
く
す
る
、
中
小
企
業

融
資
の
利
子
補
助
率
引
き
下
げ

な
ど
新
た
な
区
民
負
担
増
を
行

う
一
方
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致

予
算
や
地
下
鉄
８
号
線
の
た
め

と
し
て
、
す
ぐ
に
は
必
要
な
い

基
金
を
５
億
円
も
積
み
増
し
を

す
る
な
ど
、
暮
ら
し
が
大
変
な

区
民
に
背
を
向
け
る
も
の
で
す
。

と
り
わ
け
、
今
で
も
高
す
ぎ

て
保
険
料
が
払
え
な
い
状
況
が

深
刻
な
国
民
健
康
保
険
料
を
、

ま
た
も
や
値
上
げ
す
る
な
ど
許

せ
ま
せ
ん
。

区
議
団
は
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
「
収
入
が

増
え
な
い
の
に
保
険
料
な
ど
支

出
が
増
え
て
暮
ら
し
が
大
変
」

「
医
療
費
負
担
が
大
変
」
「
介

護
を
充
実
し
て
」
「
子
ど
も
が

保
育
園
に
入
れ
な
い
と
働
け
な

い
」
な
ど
区
民
生
活
の
実
態
と

切
実
な
要
求
を
も
と
に
、
「
暮

ら
し
を
守
る
自
治
体
の
役
割
を

果
た
せ
」
と
区
の
姿
勢
の
転
換

を
求
め
て
い
ま
す
。

13
年
度
予
算
案
・
税
収
増
は
区
民
負
担
の
増
額

膨
大
な
基
金
の
更
な
る
水
増
し
に
反
対
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2
月

10
日

あ

ぜ

上

都

議

と

一

緒

に

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

建

設

予

定

地

の

水

門

を

視

察

す

る

江

東

区

議
団

「
２
０
１
３

江
東
母
親
大
会
」

語
り
継
ぐ
平
和
へ
の
想
い

─
あ
る
作
家
の
体
験
か
ら
─

2
月
11
日
、
『
〜
生
命
を
生
み
だ
す
母
親
は
、
生
命
を
育

て

生
命
を
守
る
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
〜

２
０
１
３
年
江
東

母
親
大
会
』
が
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
柳
江
東
社
保
協
副
会
長
は
開

会
に
あ
た
っ
て
「
生
活
保
護
の
基

準
切
り
下
げ
が
狙
わ
れ
て
い
る
が
、

基
準
が
下
が
れ
ば
様
々
な
制
度
に

影
響
が
出
る
。
学
習
し
、
手
を
つ

な
ぎ
あ
い
と
り
く
み
を
進
め
よ
う
」

と
挨
拶
。

中
央
社
保
協
事
務
局
長
の
相
野

谷
安
孝
さ
ん
が
「
社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
」
の
内
容
に
つ
い
て

講
演
。
「
政
府
は
消
費
税
増
税
に

よ
り
財
源
を
確
保
し
、
社
会
保
障

の
た
め
に
使
う
と
し
て
い
る
が
、

実
際
は
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
国
保
料
、
年
金
、
生
活
保

護
な
ど
改
悪
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

推
進
法
の
最
大
の
ね
ら
い
は
、
国

民
負
担
の
押
し
付
け
と
給
付
の
切

り
下
げ
、
そ
し
て
家
族
相
互
・
国

民
相
互
の
助
け
合
い
の
押
し
付
け

に
よ
り
公
費
の
削
減
を
行
い
、
憲

法
25
条
の
生
存
権
を
保
障
し
た
社

会
保
障
制
度
を
解
体
す
る
こ
と
に

あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
安
倍
内
閣
が
狙
う

社
会
保
障
改
悪
を
許
さ
な
い
た
め
、

さ
ら
に
学
習
を
深
め
、
署
名
・
宣

伝
な
ど
世
論
に
訴
え
る
運
動
を
強

め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

江
東
社
会
保
障
学
校
開
催
さ
れ
る

問
題
だ
ら
け
！
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」

２
月
１
日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
江
東
社
会
保
障
推
進
協
議
会

主
催
の
江
東
社
保
学
校
が
開
催
さ
れ
、
７
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講演する相野谷安孝さん



新
野
好
雄
江
東
区
労
連
議
長
が

「
昨
年
の
総
選
挙
で
は
、
自
公
両

党
で
国
会
の
議
席
３
分
の
２
を
越

え
、
『
維
新
の
会
』
な
ど
の
右
翼

的
潮
流
の
議
席
が
増
大
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
暮

ら
し
、
格
差
と
貧
困
を
な
く
し
、

雇
用
と
生
活
を
守
る
上
で
、
日
本

国
憲
法
の
優
位
性
は
け
っ
し
て
衰

え
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
輝
き

を
増
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
日

本
国
憲
法
を
守
り
抜
き
、
消
費
税

増
税
阻
止
、
社
会
保
障
の
切

り
捨
て
許
さ
ず
、
福
祉
の
充

実
、
原
発
即
時
ゼ
ロ
の
運
動

を
広
げ
て
、
６
・
７
月
に
行

わ
れ
る
東
京
都
議
会
議
員
選

挙
や
参
議
院
選
挙
で
の
勝
利
。

地
域
で
共
同
を
広
げ
、
当
面

は
、
全
組
合
員
が
参
加
す
る

国
民
春
闘
に
勝
利
し
よ
う
！
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
参
加
し
た
、

あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
会
議
員

は
、
都
民
の
暮
ら
し
と
営
業

を
守
る
た
め
に
、
都
民
か
ら

切
実
な
要
求
を
聞
き
取
り
、

猪
瀬
都
知
事
に
38
項
目
の
復

活
要
望
書
を
提
出
し
て
き
た
、

と
要
求
の
内
容
を
参
加
者
に

報
告
し
ま
し
た
。

上
原
譲
会
長
は
、
「
昨
年
の
12

月
は
石
原
知
事
の
辞
職
で
都
知
事

選
。
野
田
内
閣
の
急
遽
の
衆
議
院

解
散
と
な
り
ま
し
た
。
選
挙
後
の

安
倍
内
閣
は
三
本
の
矢
（
金
融
緩

和
・
大
規
模
な
財
政
支
出
・
成
長

戦
略
）
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、

は
な
た
れ
た
矢
は
決
し
て
良
い
方

向
に
飛
ん
で
い
く
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
今
年
は
憲
法
改
定
反
対
、
消

費
税
増
税
反
対
、
確
定
申
告

な
ど
の
春
の
運
動
を
成
功
さ

せ
、
業
者
の
営
業
と
暮
ら
し

を
守
る
運
動
を
旺
盛
に
取
り

組
み
、
江
東
民
主
商
工
会
を

大
き
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨

拶
。日

本
共
産
党
の
あ
ぜ
上
三

和
子
都
議
や
区
議
会
議
員
７

名
、
吉
田
と
し
お
地
区
委
員

長
が
来
賓
と
し
て
参
加
し
、

参
加
者
と
懇
談
し
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１３年 ２月号 №１００ －２－

松尾芭蕉は、1644（正保元）年、伊賀

（三重県）上野 (伊賀町柘植の説もある)

で藤堂家に仕える与左衛門の次男として生

まれ、本名は宗房といいます。23歳のとき

京都に出て、俳諧を北村季吟に学び桃青と

いいました。1672(寛文12）年、江戸に出

て小石川の水道工事をして生活し、住居は

転々としていました。

深川の芭蕉庵に入ったのは1680（延宝８）

年、37歳のときでした。当時の深川は静か

な淋しい所で、芭蕉は「九年の春秋、市中

に住み侘びて」と市中のわずらわしさから

離れ、俳諧に専念しようと思ったのでしょ

う。1694（元禄７)年に大阪で51歳で死ぬ

まで、旅以外はこの庵に住みました。

芭蕉庵は、門人杉山杉風（さんぷう）の

もっていた鯉の生簀（いけす）の番人小屋

を改造し、萱葺屋根で六畳一間に板の間と

台所と土間だけの簡素なものでした。弟子

がここに芭蕉を植えたので庵の名となり、

俳号ともなりました。庵からは遠くに富士

を、隅田川には多くの舟が浮かんでいるの

がみえました。「古池や 蛙飛びこむ 水の

音」などの名句もここで生まれました。

芭蕉は何度も旅に出て「野ざらし紀行」

や「奥の細道」などの紀行文を書き、文学

史上に足跡を残し、多くの俳人を育てまし

た。高弟の其角は木場に住み、深川に曽良

など、小名木沢に桐奚、砂村に利合がいま

した。

川上とこの川しもや 月の友 (芭蕉）
芭蕉庵は、天和の火事で焼けたり、1689
（元禄２)年の「奥の細道」の旅の前に他

人に譲ったりされ、1692（元禄５）年に三
度目の庵が弟子たちによって建てられまし
た。芭蕉没後は大名屋敷から民有地にかわ
りました。
1921年には、小名木川の畔にあった柾木

稲荷(芭蕉稲荷）が芭蕉庵として東京府の

旧蹟に指定、現在は常盤１丁目に記念館が

たてられ、全国から多くの人びとが訪れて

います。

○
３
月
５
日
（
火
）

18
時
30
分
〜

『
江
東
革
新
懇
・
総
会
と
学

習
会
』
江
東
区
民
セ
ン
タ
ー

○
３
月
９
日
（
土
）
13
時
〜

『
東
京
大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ

ど
い
』
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
、
つ

ど
い
実
行
委
員
会

○
３
月

13
日
（
水
）

13
時
〜

『
重
税
反
対
総
行

動
』
総
合
区
民
セ

ン
タ
ー

江
東
民
主
商
工
会

新
春
の
つ
ど
い

業
者
の
営
業
と
暮
ら
し
守
る
運
動
を
！

松

尾

芭

蕉

肖

像

（19）

概説

行
事
日
程

１
月
23
日
、
江
東
区
労
連
は
東
京
土
建
江
東
支
部
会
館
で
「
２

０
１
３
年
新
春
旗
び
ら
き
」
を
行
い
ま
し
た
。

挨拶をする新野好雄江東区労連議長

江東区労働組合総連合

新春旗びらき

１
月

27
日
、
江
東
民
主
商
工
会
の
「
２
０
１
３
年
新
春
の
つ

ど
い
」
が
テ
ィ
ア
ラ
江
東
で
開
か
れ
ま
し
た
。

挨拶をする上原譲会長

(facebook を利用
するには登録が
必要です。登録
後に『あぜ上三
和子』で検索し
てください）

「松尾芭蕉」

あ
ぜ
上
三
和
子
事
務

所
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
担

当
ス
タ
ッ
フ
の
坂
口
け

い
じ
責
任
者
は
「
大
手

メ
デ
ィ
ア
が
偏
っ
た
報

道
を
続
け
る
な
か
で
、

真
実
を
し
っ
か
り
見
つ

め
、
一
人
ひ
と
り
が
情

報
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ

の
ツ
ー
ル
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
は

か
か
せ
な
い
。
対
話
の

力
と
合
わ
せ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
う
ま
く
活
用

し
、
世
論
を
変
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
力
説

し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
基
本
的
な

操
作
方
法
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ほ
と
ん

ど
が
初
挑
戦
！
真
剣
な

眼
差
し
で
パ
ソ
コ
ン
に

向
か
い
ま
し
た
。

次
回
の
講
座
か
ら
は
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
活

用
方
法
な
ど
を
学
び
、

交
流
会
な
ど
も
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

みんなでつながろう！みんなで変えよう！
一人ひとりが大切にされる社会へ！

第一回「facebookって何だろう？」講座

↑

力

説

す

る

坂

口

け

い

じ

責

任

者

←
参

加

者

は

「

ど

ん

な

こ

と

が

で

き

る

の

？

」

と

交

流

２
月
１
日
、
日

本
共
産
党
江
東
地
区

委
員

会
で
『
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
っ
て
何
だ
ろ

う
？

講
座
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。




